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●ひずみ打消し用オペアンプはこの基板iこ収容

カソホ口つきでは不満ノ

今年1月号にオペアンプを使った

ひずみ打消し差動回路を使った6

BQ 5ppアンプを試作･報告しまし

たが,差動回路に使用した球が12

AX7Aでしたので,出力インピー

ダンスカ滴く,出力管の入力容量の

影響で直接ドライブすることができ

ず,やむをえずカソード･フォロワ

をバッファとして間にはさみまし

た.そのため,せっかくの低ひずみ
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率の差動出力が生かしきれず,何と

か体面だけは保てはしましたが,潤

化不良の感があり,まことに残念で

した.

その後,何とかカソホロなしで出

力管を直接ドライブできないか,ど

種々の球で実験を繰り返し行ってい

るうち,低インピーダンスで高い増

幅率が期待できる6 DJ 8が有望と

わかりました.

回路は第1図のとおりで,きっそ

く6BQ5ppアンプの初段を改造

もう少しよくなると思われます.

この結果に気をよくして差動回路

単体の常陸をまとめたのが第3, 4,

5回です.回路の負荷は測定器の入

力抵抗100 kQです.ただし,図中の

プレート電圧はカソード側の定電流

ダイオードのばらつきでかなり変化

しますが,この定数であれを弼手性そ

のものは大きく変わらないようで

す.

第3図の周波数常陸は高域の低下

が少し早いように思いますが,問題

ありません.第4回の入力特性?,
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アス電源, B電源については,慎重

に確認しながら作業をすることが必

要です.

調整

本機では, 6GB8の電源B,は

407.7V同G2のB2は296Vとな

りました.予定の電圧に比べ数ボル

ト違っていますが　この程度では問

題はありません.

バイアス電圧を加減して, 6G

B8のプレート電流を57mAと設

Vl eDJ8

〈第1表) 6 G-B 8 PPの動伸輔と(｢真空管活帰自由自利偵i芝電子管毅術部監修/誠文堂新

光社より)

足しました. 6GB8の定格プレー

ト損失35Wからすると,約66%と

なります.

差動回路の方は,配線さえまちが

わなけれ)轟尋題なく作勤しまず.第

6図程度の電圧値になっていれば

OKです.

第8回が周波数特性で, NFB 0

のときは差動回路の特性そのままで

す.ただ低域の減衰がやや多いのは,

カップリング･コンデンサの容量が

小さいためです.これは2段増幅ア

V2,V3 66-B8

ンプであっても,案外スタガ比が取

りづらく,この値になりました.

NFB14.7dBのとき, 150kHzに

3 dBのピークが出家したので, CNF

67pFで10kHzの方形波ともちょ

うどよくなりました(写真A～D).

第9図が入出力特性で, NFB時

1 V入力で出力電力30 Wに調整し

てあります.やはり, 6DJ8 1本で

はゲイン不足で, NFB量との兼ね

合いでこの値に決めました.

最大出力は60W予定定格出力

RNF18k(15k+3k)NFB14788 

cN詰土4,P,,105.2V,酬_5… 劔� 
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cll �.73V 剪�ーBt4 IB2 

く第6図)黒田式ひずみ打消し曽我堆雛証韮卸こよる6 GB 8 PPアンプの増胸郭誠
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(第7図〉本6 GB8 PPアンプの電源菰主B電源の整流にはタンパ6 RK 19を採用

の50Wは1.3V入力で得られま

すので,何の不足もありません.ど

はいえ,後出のD.F.値は5くらい

にしたかったのですが,これ以上の

NFB増加は,ますますアンプのゲ

インを下げますので　このあたりで
"よし''とします.

第10, 11回は無帰還時の出力電

力対雑音ひずみ率特性です.篤lo

回がLch.第11図がRchr,高い

方にカープのあ〉暫しがあるのは,ハ

イGmビーム管であればある程度

は仕方のないことかも知れません.

両chとも結構低ひずみなのは,

差動回路の優秀さが出ています.た

だ, RchのlW以下がよくないの

はノイズ･レベルカ滴いためです.

第12, 13図はNFBをかけたと

きのひずみ率で, Lchは14.7 dB

36

Rchは14.6dBになっています.　　0.125 Wで0.0075%と非常に低ひ

R, Lchとも, lkHzで50Wを　ずみに仕上がりましたが　さすがに

0.1%で取り出せます.　　　　　　ここまで低くなると, 3本のカープ

最低ひずみ率はLch, lkHz,　が揃うことはありません.これでも
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●B 1, B2倍鞍部のクローズアップ. B l轍こはダンパ管を使用
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(第9図〉

入出力常陸.最大

出力60W予定
出力50Wは
1.3V入力でよ

い
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漢音 
SS 

lK �� �� �� �� �� ��看菓 
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漢音 
2　　　4　　6　81.0　　　2　　　4　　6　8 10　　　2　　　4　6

出力(W)

く第10図〉 Lchの縄時ひずみ華特注
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Rc 亦� �� �� �� �� �� �� �� ��一●一一 �� ノノ �� �� 
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く第11図) Rchの無属遼時ひずみ事持挫

なんかは,ハスキーな声が前に出て

きて,かつ,等身大に聴こえ,左右

のつながりもいままで感じたことが

ないはどよく,普,どこかの展示会

で体験した偏光メガネ(?)をかけ

て見た立体映画のような立体感を感

じました.

ジャンルを問わずいろいろ聴いて

みましたが, ``厚みがあって豊かな低

音''がたまりません. CDでは,古い

時代(?)のサンタナの床に漂う心

地のよいベース･ギターがいいです

ネ.前回の6BQ5ppもいい音でし

たが,どちらかというと出来のいい

優等生の感じ?,それに比べ,本機

は勇猛な野武士といった感じで;絶

対に小編成の室内楽を静かに聴くア

ンプではありません.

よく"見かけによらずといいま

すが,本機は"見かけどおりで♪,そ

の昔,大阪万博の弦声装置にこの6

GB 8が選ばれた･････という記事を

何かで読んだことがありますが,"な

るほどネ"ど,思われるような雰囲

気をもっています.

要は最初からノイズやひずみ

を発生させないこと

昨年の初夏よりオペアンプ節差動

回路に取り組み,試行錯誤の6 BQ 5

ppアン?,今回の6G-B8ppアン

プの試作を通じて感じたことは,

D.F.のところでも記しましたが,こ

の差動回路は回路インピーダンスが

催いのと差動回路であることから,

ノイズは強く,ゲインも高いし,な

によりひずみ率が低いので, ppアン

プの初段にはうってつけ?,今回の

ように出力管のダイレクト･ドライ

ブもよし,次段に優秀(?)なドライ

バを設ければどんな出力管のアンプ

も設計できます.

要はノイズやひずみを最初から発

生させないようにすること,できる
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競譜のひ昔
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だけシンプルな回路であることが必

要だ,と思います.そうすることで

部品の点数も少なくなり,問題の発

生も減り,ひいては"いい音''につ

ながる･･-と考えます.

今日まで多数の諸先生やアマチュ

4　　6　80.1　　2　　　　4　　6　81.0

出力(W)

アにょり,真空管回路は考え尽くさ

れた感がありますが,それでもなお,

まだやること(やれること)がありま

す.黒田氏の考案されたこの回路?,

つぎに3極管を使っていま一度追及

してみたいと思っています.

4　　6　810　　　2　　　4　　6　8100

それにしても, 1コ¥50(1月号に

は¥200と記しましたが,年末の通販で

は¥50でした)のオペアンプと3極管

1本で, 50Wの出力管をドライブ

できるなんて,愉快ではありません

か.
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く第14図)出力インピーダンス特注
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周　波数(Hz)

〈第15図〉クロストーク特注
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